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	第1章 トヨタのなぜなぜ分析

　世界的な大企業であるトヨタが提唱し実施したトヨタ式の「なぜなぜ５回」が間違っているはずはない～と思いがちですが。
　では、なぜ、高度の技術を持ちながら、世界最多のリコール企業になったのでしょうか？　そこに、トヨタが犯した過ちが明確に現れています。
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	1-1. なぜなぜ5回（大野式）
左は、トヨタの大野耐一氏の著書： 「トヨタ生産方式」 の中で紹介された 「なぜなぜ5回」です。

まず、機械が故障で停止したという事象を出発点として、「なぜ？」と「答え」 を繰り返していきます。
（1なぜ）→なぜ、機械が停止したか、と原因を尋ね、
（答）→過負荷でヒューズが溶断したから、と原因で答える。
しかし、これは真の原因（真因）ではなく、さらに 「なぜ？」を継続して、５回目に「濾過器の欠品」という真因に辿り着いたという筋書きになっています。
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	1-2. 見かけの原因と真の原因
左の事例で、なぜを5回繰り返すことで 「濾過器がない」という真の原因（真因）に辿り着いたのであり、この真因に対して対策すれば再発を防げると教わります。
このトヨタの「なぜなぜ分析」は全国で流行し、皆が、このやり方で「なるほど」と感心して受け入れた。
大野氏が言いたいのは、はじめの4つの原因は、見かけの原因に過ぎず、最後の答えが真の原因だ、ということです。
「濾過器なし」を是正すれば問題が解決するから「真因」であり、他は是正しても解決しないから「見かけの原因」です。
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	1-3. 真因と根本原因の取り違え
大野耐一氏が普及に努めた 「なぜなぜ5回」 の問題点を、以下考えていこう。
　見かけの原因に対策を講じても、問題は解決しない。
真の原因（真因）に対策を講じれば問題は解決する。
しかし、それだけでは再発を防止できません。再発を防止するには、根本原因（管理システムの欠陥）を追究して是正しなければなりません。
大野氏は、「なぜなぜ分析」 を真の原因を追究する手法だと誤解したと思われます。


▲
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	第2章　トヨタ式に対する疑問

「トヨタが行っていることに間違いがあるはずはない」と妄信するのは止めて、自分で吟味してみよう。
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	2-1. 旅客機の墜落事故

墜落事故が起きたとき、事故調委員会が「なぜ、墜落したか？」と考えれば原因が分かるだろうか？
　否！　そんなことでは分からない。

フライトレコーダー、ボイス・レコーダー、残骸などのデータを収集し、解析する（データの意味を明らかにする）。
それで不足なら、航空機の履歴、クルーの履歴、健康状態など、さらなるデータの収集と解析を繰り返す。
「なぜ？」を繰り返すのではなく、データの収集と解析を繰り返すはずだ。

	[image: ]
	2-2. 病院での診察
腹痛を診察するとき、医師は「なぜ、腹痛が起きたか？」と考えれば、病名が分かるか？
　そうではない。
専門知識の下、データの収集と解析を繰り返す。

1. 患者の問診（どこがどう痛むか、最近の食事）、
2. 簡単な検査（顔色、体温、のど、）
3. 必要なら、血液検査、尿検査、
4. 必要なら、レントゲン、CT、超音波、MRIなど、
次々にデータを収集し、データの意味を解析する。
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	　CAPDサイクルのよる方法
	C:現状観察
	症状から、病気Xかも知れない。

	A:解決策の検討
	X用の薬aで様子を見ようか。

	P:実行計画
	よし、薬aで様子を見よう。

	D:実行
	薬aを処方する。

	C:現状観察
	効かない。病気Yかも知れない。

	A:解決策の検討
	Y用の薬bで様子を見ようか。

	P:実行計画
	よし、薬bで様子を見よう。

	D:実行
	薬bを処方する。

	C:現状観察
	今度は効いた。病気はYだった。


これは「データがないから、データを作って解析する」ことに帰する。


▲
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	2-3. Googleの翻訳
英語でも、
· 見かけの原因＝Apparent cause
· 真の原因＝True cause
· 根本原因＝Root cause
と別々になっており、真の原因＝根本原因　ではない。
　真の原因は、問題解決のための原因
　根本原因は、再発防止のための原因
（＝管理がずさんな点）

	[image: ]
	2-4. トヨタの事例もデータ解析である
トヨタの事例でも、実は、データの収集と解析によって真因に辿り着いている。つまり、機械が故障停止したという事実がデータであり、その意味を解釈することが解析です。解析によって、ヒューズの溶断、モーターの断線、スイッチの異常などの原因が推測されます。
このように、次々にテータの入手と解析を繰り返した、「濾過器の欠如」という真因に辿り着いている。
「なぜ」 という言葉を使う必要は全くない。
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	2-5. 「なぜ」で真因が解明できない証拠
よく考えれば、「なぜ」の繰返しでは真因を解明できないことが明白になる。
　(1) 「なぜ」の繰り返しで、真因を解明できるなら、経理課の女子事務員に機械の故障原因を追究させてもよいことになるが、それは成功しない。 
　(2)機械修理のベテランは、「なぜ」を一言も言わずに故障の原因を追究する。
(3)子供が「なぜ、牛乳は白いの？」と尋ねても、父親は答えられない。
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	2-6. 子供の質問
大野派（トヨタ式）がよく用いる例え話で、子供がお父さんに「牛乳は、なぜ白いの？」と、しつこく訊くと、父親は最後には答えに詰まる話です。このようにしつこく「なぜ？」 を繰り返すことが大切だ、との教訓だ。
しかし、父親が最後には行き詰まって、結局、牛乳が白い原因は分からない物語である。
「なぜ？」 を繰り返しても解決しない
ことの教訓になっていることに気づいていない。
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